
SOLIDWORKSポートフォリオをクラウド対応に拡張し、コラボレーションとデータ共有を安全に実施
クラウド上の単一プラットフォームを介して、複数の分野のチーム間でリアルタイムのコラボレーションを実現することで、製
品イノベーションのスピードを上げます。 

概要
クラウドベースの3DEXPERIENCE®プラットフォームは、すべての製品開発ニーズの受け口であり、ここでシームレスに連携し
合う膨大な数のソリューション ポートフォリオにアクセスすることができます。Collaborative Business Innovatorは基盤とな
る機能を備えています。SOLIDWORKS®ユーザーは、このソリューションを使用して、ダッシュボードやソーシャル コミュニテ
ィを作成したり、データを集約し安全に共有したりできます。また、人、知識、情報を一か所にまとめることもできます。互いに
連携しないツールをいくつも使う必要がなくなるため、コンテキストに応じたコラボレーション、俊敏性、市場投入までの時
間の短縮を推し進めることができます。
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Dassault Systèmes
175 Wyman Street
Waltham, MA 02451
USA

アジア-太平洋 
ダッソー・システムズ株式会社
〒141-6020
東京都品川区大崎 2-1-1
ThinkPark Tower

ダッソー・システムズの3Dエクスペリエンス・プラットフォームでは、11の業界を対象に各ブランド製品を強力に 
統合し、各業界で必要とされるさまざまなインダストリー・ソリューション・エクスペリエンスを提供しています。 
ダッソー・システムズは、3Dエクスペリエンス企業として、企業や個人にバーチャル・ユニバースを提供することで、持続可能なイノベーションを提唱します。世界をリー
ドするダッソー・システムズのソリューション群は製品設計、生産、保守に変革をもたらしています。ダッソー・システムズのコラボレーティブ・ソリューションはソーシャ
ル・イノベーションを促進し、現実世界をより良いものとするためにバーチャル世界の可能性を押し広げています。ダッソー・システムズ・グループは140カ国以上、あら
ゆる規模、業種の約25万社のお客様に価値を提供しています。より詳細な情報は、www.3ds.com （英語）、www.3ds.com/ja （日本語）をご参照ください。
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主な機能

どのようなデバイスからも、SOLIDWORKSなどの各種ファ
イルを安全に保存、共有 

3DDriveを使用して、SOLIDWORKSから3DEXPERIENCEプラ
ットフォー ム に 直 接 、設 計 を アップ ロ ードしま
す。SOLIDWORKSの部品、アセンブリ、図面の各ファイルの関
係は、3DDriveが認識しています。この関係は、ダウンロード、
移動、コピーの操作や開く操作を実行したときにも維持されま
す。誰とでも安全にファイルを共有できます。Google Driveや
One Drive、Dropboxのデータを直接、3DDriveに持ち込むこ
とができます。

SOLIDWORKSなどのファイルをWebブラウザで直接すぐ
に視覚化、検討、マークアップ
お客様、パートナー、サプライヤーなど誰でも、時間、場所、デバ
イスを選ばずにSOLIDWORKSファイルを視覚化できます。専
用CADツールもプラグインのダウンロードも必要ありません。
アセンブリの分解表示、設計のズーム、パン、回転を直感的な
マルチタッチ操作で実行します。3次元のアセンブリ構造をナ
ビゲートしながら、クロスハイライト、断面表示、測定、注記、コ
メント付けをします。 

コミュニティの作成やタスクの割り当て、ブログや常駐型
のチャット、ビデオ通話を使った知識の獲得
公開または非公開のソーシャル コミュニティを使用してチー
ム内で共同作業します。このコミュニティを介して、情報の交
換、アイデアの共有、アンケート調査を行うことができます。コミ
ュニティ内で直接タスクを割り当てたり管理したりできます。常
時リアルタイムで会話できます。また、音声やビデオの通話
で、やり取りの内容を充実させることもできます。3DDriveのコ
ンテンツを直接、任意のコミュニティで公開できます。 

すべてのデータを検索し、必要なものをすぐに見つける
データにはすべてインデックスが付けられ、自動的にタグ付け
されるため、モバイル デバイスからでもSOLIDWORKSデスク
トップからでも、すぐにデータを探し出し、取得することができ
ます。独自にタグを追加して、特定のビジネス ニーズを条件に
検索することもできます。

カスタマイズ可能なダッシュボードで、業務の状況をモニ
タリングし、リアルタイムで情報を共有
ダッシュボードを作成し、その表示内容を個人別に設定して、
自分や自分のチーム、経営陣に関係する最新情報を表示させ
ることができます。あらかじめ設定されたウィジェットを使っ
て、トレンドを追いかけたり、データ フィードの通知を受け取っ
たり、すべてのソースの情報をモニタリングしたりできます。お
客様のレビューにはダッシュボードを使用し、データに基づく
意思決定を下します。 

アクティビティ ストリームによる非構造化コンテンツと構
造化コンテンツの共有
コメントやスレッド型のディスカッションを使用して、チームに
すぐにフィードバックを返すことができます。写真やリンクのほ
かに2次元コンテンツや3次元コンテンツを付けることもでき
ます。@Userタグを付ければ、指定ユーザーにコメントを送る
ことができます。

一元化された自動アラート機能による最新情報の通知 

通知を受けられるように登録し、重要な活動に関するリアルタ
イムのアラートを受け取ることができます。複数の通知の閲覧
と管理を一度に行うことができます。通知を受け取るタイミン
グと方法を選択します。 


